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前
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の
城
に
残
る
五
芒
星
の
刻
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一
、
は
じ
め
に 

 

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
富
山
城
址
公
園
で
は
「
富
山
城
石
垣
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
そ
の
年
の
秋
に
参
加
し
た
と
き
、
郷
土
歴
史
資
料
館
と
し
て
建
て
ら
れ
た
模
擬
天
守
の
土
台
と

な
っ
て
い
る
石
垣
に
、
星
形
の
刻
印
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
（
平
成
二

十
二
年
）
四
月
の
河
北
門
完
成
式
典
の
と
き
、
河
北
門
の
ま
わ
り
の
石
垣
を
あ
ら
た
め
て
じ
っ
く
り

見
る
機
会
を
得
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
富
山
城
と
同
じ
星
形
の
刻
印
が
残
る
石
を
見
つ
け
、
両
城
に
共

通
点
は
あ
る
の
か
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

 

二
、
五
芒
星
（
ご
ぼ
う
せ
い
）
と
は 

 

星
形
の
刻
印
は
「
五
芒
星
」
（
図
一
）
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
陰
陽
道
で
は
あ
ら
ゆ
る
魔
除
け
の
呪

符
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
星
の
五
つ
の
先
は
、
陰
陽
道
の
基
本
概
念
と
な
っ
た
陰
陽

五
行
説
、
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
つ
の
元
素
の
働
き
の
相
克
を
表
し
て
い
ま
す
。 



 
こ
の
星
型
は
、
過
去
の
文
献
な
ど
で
は
「
清
明
判
」
（
清
明
印
と
も
い
わ
れ
る
。
図
二
）
と
呼
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
家
紋
「
清
明
桔
梗
」
に
使
用
さ
れ
る
星
形
は
、
正
確
に
は
交
わ
る
線
の

上
下
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
活
躍
し
た
陰
陽
師
、
安
倍
清
明
が
使
用
し
た
こ
と
か

ら
、
星
形
を
そ
う
呼
ぶ
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
魔
除
け
と
し
て
の
星
型
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し

て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

陰
陽
道
で
は
、
北
東
（
艮
＝
う
し
と
ら
：
丑
と
寅
の
間
）
の
方
位
を
鬼
門
（
き
も
ん
）
と
い
い
、

鬼
が
出
入
り
す
る
方
角
で
あ
る
と
し
て
、
万
事
に
忌
む
べ
き
方
角
と
し
て
い
ま
す
。
鬼
門
と
は
反
対

の
南
西
（
坤
、
ひ
つ
じ
さ
る
）
の
方
位
は
裏
鬼
門
（
う
ら
き
も
ん
）
と
い
い
、
い
ず
れ
の
方
角
も
忌

み
嫌
わ
れ
て
い
ま
す
。
鬼
門
は
、
古
代
中
国
の
書
物
『
山
海
経
』
に
あ
る
物
語
が
元
と
な
っ
て
お
り
、

中
国
か
ら
伝
来
し
た
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
説
が
有
力
で
す
が
、
北
東
方
位
は
現
在
、
日
本
の
み
（
沖

縄
を
除
く
）
で
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
る
方
位
観
で
あ
っ
て
、
中
国
風
水
で
は
土
地
や
住
宅
の
北
東
方
位

を
恐
れ
て
は
い
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
で
独
自
に
発
展
し
た
方
位
観
で
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

過
去
の
都
市
計
画
に
お
い
て
、
平
安
京
で
は
大
内
裏
か
ら
鬼
門
の
方
位
に
比
叡
山
延
暦
寺
を
、
裏

鬼
門
の
方
位
に
石
清
水
八
幡
宮
を
置
い
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
江
戸
で
も
江
戸
城
か
ら
鬼
門
の
方
位
に

寛
永
寺
を
、
裏
鬼
門
の
方
位
に
増
上
寺
を
置
い
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
金
沢
の
都
市
計
画
に
お
い
て
も
、
二
代
藩
主
利
長
が
、
金
沢
城
の
北
東
方
位
で
あ
る
地
に

父
利
家
の
霊
を
祀
っ
て
「
卯
辰
八
幡
宮
」
（
現
、
宇
多
須
神
社
）
を
建
立
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。



 

図三、方位盤  
図一、五芒星  
図二、清明判
 

 



 
金
沢
城
の
五
芒
星
の
刻
印
は
、
河
北
門
北

東
石
垣
の
隅
石
の
北
面
と
西
面
に
二
つ
、
い

も
り
坂
に
二
つ
見
る
こ
と
が
見
る
こ
と
で
き

ま
す
。
過
去
の
石
垣
刻
印
調
査
に
よ
る
と
、

河
北
門
は
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
、
い
も

り
坂
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
、
と
も
に
利

長
時
代
に
積
ま
れ
た
も
の
で
す
。 

 

方
角
と
し
て
は
真
北
東
（
図
四
①
）
で
は

な
く
、
お
お
む
ね
北
東
、
南
西
方
位
（
図
四

②
）
と
言
え
ま
す
。 

 

河
北
門
北
東
石
垣
の
刻
印
（
図
五
）
は
、

本
丸
か
ら
で
は
な
く
、
政
務
の
中
心
で
あ
っ

た
二
の
丸
の
御
殿
か
ら
み
て
北
東
方
位
（
丑

寅
：
鬼
門
の
方
向
）
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

い
も
り
坂
石
垣
の
刻
印
（
図
六
）
は
、
二
の

丸
御
殿
か
ら
み
て
南
西
方
位
（
未
申
：
裏
鬼

門
の
方
向
）
に
あ
た
り
ま
す
。 

三
、
金
沢
城
に
残
る
五
芒
星
の
刻
印 

図四、金沢城の五芒星の刻印の方位  

 
「石川県中世城館跡調査報告書Ⅰ」から抜粋したものに加筆  



 

図五、河北門の五芒星  

図六、いもり坂
 

 

の五芒星  



図七、富山城の五芒星の刻印の方位  

 
「富山県中世城館遺跡総合報告書」から抜粋したものに加筆  
図八、本丸鉄門東石垣の五芒星  



四
、
富
山
城
に
残
る
五
芒
星
の
刻
印 

 
富
山
城
の
五
芒
星
の
刻
印
は
、
本
丸
鉄
門
東
石
垣
（
図
八
）
の
中
段
の
角
石
西
面
（
通
路
側
）
に

見
る
こ
と
が
で
き
、
「
金
沢
穴
生
」
の
金
沢
城
石
垣
編
年
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
寛
文
年
間
頃
の
特
徴

と
さ
れ
ま
す
。
寛
文
年
間
は
、
富
山
藩
初
代
藩
主
前
田
利
次
が
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
富
山
城
の
改

修
を
行
な
っ
た
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

ほ
か
に
、
本
丸
鉄
門
西
石
垣
の
堀
角
の
南
面
に
二
つ
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
水
堀
に
面
し
て

い
て
水
没
し
て
い
る
の
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
丸
鉄
門
東
石
垣
の
刻
印
の
あ
る
石
は
こ
こ

か
ら
石
垣
修
復
時
に
移
動
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
丸
鉄
門
東
石
垣
の
刻
印
は
、
本
丸
内
の
藩
主
御
殿
中
央
か
ら
み
て
、
お
お
よ
そ
南
西
方
位
（
未

申
：
裏
鬼
門
の
方
向
。
図
七
①
）
と
な
り
ま
す
。
利
次
は
、
五
芒
星
を
本
丸
の
南
西
隅
に
配
置
し
、「
裏

鬼
門
を
守
る
」
と
い
う
特
別
な
役
目
を
持
た
せ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
鬼
門
で
あ
る
北
東
方
位
は
、
搦
手
石
垣
の
北
東
隅
（
図
七
②
）
に
あ
た
り
ま
す
が
、
こ
こ

は
何
度
も
石
垣
が
崩
れ
、
幕
末
に
は
と
う
と
う
崩
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

こ
こ
に
五
芒
星
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
現
在
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

五
、
お
わ
り
に 

 

今
回
、
富
山
城
を
き
っ
か
け
と
し
て
金
沢
城
の
石
垣
刻
印
の
ひ
と
つ
に
焦
点
を
当
て
、
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
他
に
も
加
賀
前
田
領
内
で
は
、
三
代
藩
主
利
常
が
小
松
城
の
鬼
門
を
封
じ
る
た
め
に
小



松
天
満
宮
を
建
立
し
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、
前
田
家
の
築
城
に
陰
陽
道
が
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と

は
疑
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
小
松
天
満
宮
の
役
割
は
、
金
沢
城
に
お
け
る
卯
辰
八
幡
宮
と
同
じ
と
い

え
、
利
常
が
兄
利
長
の
教
え
に
同
調
し
て
、
小
松
城
に
も
五
芒
星
の
刻
印
を
つ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
は
膨
ら
み
ま
す
。
し
か
し
、
北
東
方
位
も
南
西
方
位
も
破
却
さ
れ
て
石
垣
の
な
く
な
っ
た
現

在
で
は
、
そ
れ
を
確
認
で
き
な
い
の
が
非
常
に
残
念
で
す
。 

 

金
沢
城
で
は
二
の
丸
御
殿
、
富
山
城
で
は
本
丸
御
殿
、
と
も
に
政
務
の
中
心
と
な
っ
た
建
物
か
ら

見
て
、
城
内
の
石
垣
に
五
芒
星
を
置
い
た
加
賀
前
田
家
の
築
城
思
想
に
は
と
て
も
興
味
を
惹
か
れ
ま

す
。
都
市
計
画
と
し
て
で
は
な
く
、
城
内
に
刻
印
で
鬼
門
封
じ
を
し
た
例
は
、
他
地
域
で
は
ほ
と
ん

ど
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
い
ず
れ
深
く
掘
り
下
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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